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膀胱Invcrtedpapilloma9例 の 臨床 的 検 討
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   Clinical studies were conducted on 9 cases of inverted papilloma of the urinary bladder which were 
transurethrally resected between August, 1987 and July, 1995 at our hospital, in males between 29 and 
81 years of age  (mean  :  58.3). Six of the 9 inverted papillomas were localized at the bladder neck and 3 
in the trigone. Cystoscopic examinations revealed that inverted papillomas were divided into two 
types, one with a thick and short stalk with a smooth surface and the other with a thin and long stalk 
with/without a partial papillary surface. The majority of the former was located in the trigone and all 
of the latter cases in the bladder neck, suggesting that the two types occurred at different sites. 
Pathological examination by Hematoxylin-Eosin staining demonstrated that 5 of the 9 cases were of the 
trabecular type and 4 were of the grandular type. Immunohistochemically, none of the tumors were 
stained with the antiprostatic-specific-antigen antibody revealed. Follow-up periods after the 
operation were from 12 to 48  months(mean  : 26.6 months) and no recurrence was observed. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 423-426, 1996) 
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緒 言

膀胱invertedpapillomaは 特 殊 な形 態 を呈す る比

較的まれな膀胱良性腫瘍であ るが,近 年悪性所見 を合

併 した症例 卜3)や,再 発 を認め た症例4),移 行 上 皮癌

の再発 をみた症例5)な どの報告 がな されてお り注 目さ

れてい る.今 回われわれは過去8年 間に当科 で経験 し

た膀胱invertedpapilloma9例 につ き臨床的検討 を

加えたので報告する.

対 象 ・ 方 法

1987年8月 か ら1995年7月 までの過去8年 間に当科

で経尿道 的切除術 を施行 した膀胱invertedpapilloma

9例 を対象 とした.ま ず1987年8月 か ら1995年7月 ま

での当科で手術 を施行 した膀胱腫瘍全症例 の組織型 を
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集計 し,同 期 間にinvertedpapillomaが 占 め る割 合

を検討 した.ま たinvertedpapilloma9例 の主 訴,

腫 瘍発生部位,腫 瘍数,肉 眼的腫瘍形態お よび観察期

間と再発 の有無 を臨床的 に検 討 した.さ らに病理組織

学的検査においてはhematoxylin-eosin(HE)染 色 に

てKunzeら の 分 類6)に 基 づ きtrabeculartypeと

glandulartypeに 分類 した,ま た最近前立腺組織 を発

生母 地 とす るinvertedpapillomaの 存 在が推 測 され

てい ることより,抗PSA(prostaticspecificantigen)

抗 体 を用 い たABC(Avidin-biotinperoxidasecom-

plex)法 に よる免疫組織染色 を施行 した.

結 果

1.Invertedpapillomaの 占 める割合

今回の検討期 間において当科で手術 を施行 した膀胱

腫瘍症例 は総計204例 で ある.こ の うち移行上皮癌 が

188例,92.0%(Gl65例,Gl=G29例,G282例,

G2=G38例,G324例),扁 平 上皮癌が4例,2.0%

を 占 め た.invertedpapillomaは9例 で全体 の4.5%
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を 占めた.

2.臨 床 的検討(Table1)
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9例 の年齢は29歳 か ら81歳 まで平均58.3歳 で,性 別

では全例が男性 であ った.主 訴 につ いて は排尿 困難が

6例 と最 も多 く,肉 眼的血尿 も3例 認めた,発 生部位

で は膀胱頸部が6例,三 角部が3例 で,そ れ以外の部

位 に発 生 した もの はなかった.腫 瘍 数 は全例1個 で

あ った.肉 眼 的腫瘍 形態 について はおお むね2type

に分 け られ る.腫 瘍が小 さ く腫瘍茎 は比較的太 く,表

面が平滑なtypeA(Fig。1)と 腫 瘍がやや大 きく,腫

瘍茎は比較的細 く長 く,症 例 に よっては表面 に一部乳

頭状部分 を有す るtypeB(Fig.2)で あ る.9例 の う

ち4例 がtypeAで5例 がtypeBで あ った.術 後最

終膀胱鏡検査 までの観察期間では1年 以上の経過観察

可能症例7例 での検討で,最 短12カ 月 か ら最長48カ 月

まで,平 均26.6カ 月 で,再 発 を認 めた症例 は なか っ

た.

3.病 理 組織学的検討

病理組織像 はKunzeら6)の 分 類のtrabeculartype

が5例 でglandulartypeが4例 で あっ た(Fig.3).

また抗PSA抗 体(DAKOA/S,DenmarkCodeNo・

MO750)を 用 いたABC法 に よる免疫組織染色 を施行

したが,い ずれの症例 も染色 され なか った・

考 察

膀 胱invertedpapillomaは1963年Pottsand

Hirst7)に よ り組織 学的に粘膜下 の間質 に向 かって乳

頭 状の発 育,つ ま り通常 のpapillomaの まった く逆

の発育 を示 した腫瘍 として第1例 が報告 された.そ の

後 本邦で も尿路 におけ るinvertedpapillomaが 多 数

報 告 されて きたが,そ の80%か ら90%は 膀 胱 とされ

る6'8)一 方,膀 胱invertedpapillomaは 全 膀 胱腫瘍

の2%程 度 とされる報告が多 く6),わ れ われの施設で

の頻度4.5%は 若 干高か った.invertedpapilloma本

邦 報告例 は性別では圧倒的に男性 に多 く,年 齢で は全

年齢層 に広 く分布 され るものの50歳 台 を中心 とした中

年層 に比較的多いとされ,症 状 にお いて は肉眼的血尿

と排尿困難 が多い8・9)排 尿 困難が比 較的多 く認 め ら

Tablel.9casesofinvertedpapillomaatourhospital

症例 年齢 性別 主 訴 部位 数 形態 組織 観察期間(M)再 発

1

2

3

4

5

6

7

8

9

53

51

81

29

73

73

54

73

38

M

M

M

M

M

M

M

M

M

排尿困難,肉 眼的血尿

排尿困難,肉 眼的血尿

排尿困難

排尿困難

頻尿

排尿困難

顕微鏡的血尿

排尿困難

肉眼的血尿

頸 部lA

頸 部lB

三角部1A

頸 部lB

三角部lA

頸 部lB

三角部lA

頸 部lB

頸 部1B

T

T

T

G

G

T

G

T

G

36

48

18

48

12

12

12

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

A・ 腫瘍 が 小 さ く腫 瘍 茎 が太 く,腫 瘍 表 面 平滑

B腫 瘍 が 大 き く腫 瘍 茎 が細 く,腫 瘍 表 面 が一 部 乳 頭状

T:trabeculartype

G:glandulartype
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Fig.2.Arepresentative丘gurebycystoscopyandmicroscopic丘ndingofthe

thinandlongstalktypewith/withoutapartialpapillarysurface.
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Fig.3.PathologicalexaminationbyHematoxylin-
Eosinstainingdemonstratedtwotypes,
trabeculartype(upper)andglandulartype

(lower).

れるのは,中 年層の男性に多 く発生するため,下 部尿

路通過障害による排尿困難を主訴に来院された時点で

偶然発見 された例を多 く含んでいるものと推測 され

る.わ れわれの検討でも中年層の男性例が多 く,そ の

ため排尿困難を主訴としたものが多かった.し か し29

歳 の症例4の ご と く膀胱頸部 に発生 したinverted

papillomaそ のものが尿路通過障害の原因となる症例

も認められた.発 生部位については膀胱発生例の80%

近 くが膀胱頸部 お よび膀胱 三角部 とされてお り8・9),

わ れ われの検討 で も同様 であった.腫 瘍数 において も

多 くの過去の報告例 と同様で全例単発例であった.肉

眼的腫瘍 形態 につ いて は過去 に,有 茎,無 茎,乳 頭

状,充 実性 な どさま ざ まなtypeが 報 告 されて い る

10・11)今 回 のわれわ れの症例 で は茎が太 く短い もの

は全例腫 瘍表面が平滑 で(A),逆 に茎 が細 く長い も

のには表 面が一部乳頭状 の ものが含 まれた(B).し

か も前者(A)は ほ とんどが膀 胱三角部 に発生 し,後

者(B)は 全 例膀胱頸部 に発生 してお り,膀 胱三角部

と膀胱頸部ではその発生機序 に違いが あるのではない

か と推測 された.

Invertedpapillomaの 病 理組織 像 についてはHen-

dersonら12)が 本 症 の診 断根 拠 と して1)Thein-

vertedconfiguration,2)Acoveringlayerofurothe-

lium,3)Uniformityoftheepithelialcell,4)Very

infrequenttoabsentmitosis,5)Microcystfbrma-

tion,6)Squamousmetaplasia,usuallyseenas

scatteredsmallfociinsomepapillomasと す る6点

を挙 げている.組 織像 より本症 は良性腫瘍の範疇に属

するが,近 年,悪 性所 見を合併 した症例 ト3)や悪性化

して再発 した症例5)の 報告が なされて いる.わ れわれ

の症例では,平 均26.6カ 月 の観察期間で再発 を認めた

症例 はなか った.し か し当科 で も過去8年 間に内反性

増殖 を示 した膀胱移行上皮癌 を2例 経験 してお り,そ

の鑑別 には慎重 を要す ると思 われた.

さ てinvertedpapillomaの 発 生 原 因について は現

在 もなお明確 で はない.Kunzeら6)は 病 理組織像 か

ら組織発生 をbasalcellの 内 反性増殖 とす るtrabecu-

lartypeとBrunn'snestか らcystitiscysticaを 経 て

cystitisglandularis,つ い に は腫瘍 性 増 殖 を示 した

glandulartypeに 分 類 し,現 在 までおお むね この説が
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有力 であ る.わ れ われの症例 で は5例 がtrabecular

typeで4例 がglandulartypeで あ った.し か し肉眼

的腫瘍形態 と組織型の間には特に特徴的 な所見 は認め

なかった.ま た小林 ら14)は 膀 胱頸部 に発生 した非乳

頭状 のinvertedpapillomaの 形 態が前立 腺部尿道 に

好発す る腺腫様尿道ポ リープに類似す ることよ り,抗

PSA抗 体 を用いた免疫染色 を行い,前 立腺組織 を発

生母 地 とす るinvertedpapillomaの 存 在 を推 測 し

た15)す な わ ち小林 らは膀 胱頸部 に発生 した8例 の

うち3例 に抗PSA抗 体 陽性 を認め,そ の3例 はすべ

てglandulartypeを 示 す もので あった と報告 した.

わ れわれ も前述のごと く膀胱頸部 と膀胱三角部 では,

そ の肉眼的腫瘍形態が異なることより,特 に前立腺部

尿道 に近接す る膀胱頸部 に発生するinvertedpapillo-

maに 注 目 し,抗PSA抗 体 を用 いて免疫 組織 染色 を

試みた.し か しABC法 に より3回 染色 を繰 り返 した

が,発 生部位,肉 眼的腫瘍形態および組織学的分類 に

かかわ らず,い ずれ も染色 されず,前 立腺 由来の可能

性 について は言及で きなか った.

結 語

1.1987年8月 か ら1995年7月 までの過去8年 間に

当科で経験 した膀胱invertedpapilloma9例 に つ き検

討 を加 えた.

2.同 期 間に当科で手術 を施行 した膀胱腫瘍症例 は

204例 で,invertedpapillomaは 全 体 の4.5%を 占 め

た.

3.9例 の うち1年 以上 の経過観察可能7症 例の平

均観察期 間は26.6カ 月で,再 発 を認 めた症例 はなか っ

た.

4.9例 の うち頸部に発生 したのが6例,三 角部 に

発生 したのが3例 であ った.肉 眼的腫瘍形態で は,茎

が太 く短 い ものは全例 腫瘍表面 が平 滑で,(A) ,逆

に茎が細 く長い ものには表面が一部乳頭状 のものが含

まれた(B).し か も前者(A)は ほ とん どが膀胱 三

角部 に発生 し,後 者(B)は 全 例膀 胱頸部 に発 生 して

いた.

5.病 理 組 織 学 的 に はtrabeculartypeが5例 で

glandulartypeが4例 であ った.抗PSA抗 体 による

免疫組織染色では発生部位,肉 眼的腫瘍形態および組

織学的分類 にかかわらず,い ずれの症例 も染色 されな

かった,

本論文の要旨は第150回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて報告 した.
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